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　「Water 通信」は、上下水道局が取り組んでいる “水 ” に関する情報を広くご紹介するための情報誌です。
　「Water 通信」第７号では、鷹塚山配水場更新工事の進捗状況、今後の事業を効率的かつ効果的に実施する
ための「水道施設整備基本計画」「経営戦略」の内容など、平成 30 年度の主な取り組みをご紹介します。

ウォーターつうしん

★市民の皆さんと上下水道局をつなぐ水のお便り
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　　　　　　災害時に飲料水を確保する

 

  

で

 

 

 

 

　　　　　　鷹塚山配水場の１号池完成 !

今回完成部分

な水道水を

に供給するために

1 号池外観 1号池内部

鷹塚山配水場は昭和 44年に建設し、枚方市駅 

周辺に給水している重要な施設ですが、施設の老 

朽化が進んでいることから平成 28年度から施設 

の更新・耐震化に取組んでいます。 

平成 30年 9月、1号池（容量約 2,275㎥）が 

完成し、給水を開始しました。 

また、1号池と 2号池には、緊急遮断弁を設置 

し、災害時に飲料水を確保する応急給水拠点とし 

て整備します。                   ・場  所  枚方市高塚町17番1号     

  今後も、安全・安心な水道水を安定的に供給す      ・構  造  ステンレス鋼板製配水池   

るため、水道施設の　更新　・耐震化　を　すすめ　ます　。          （1号池・2 号池・3号池）      

・総池容量  総容量約 6,800㎥  

・工事期間  平成 28年度～平成 32年度 

 
2 号池整備中

 3 号池整備予定



経営の健全化と経営基盤の強化を目的として、経営戦略を策定しました。  

         計画期間は、平成 31年度から平成 40年度までの 10年で、5年ごとに見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

   

枚方市上下水道局 枚方市水道施設整備基本計画  検索 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            水道施設整備基本計画の詳しい内容は、枚方市ホームページをご覧ください。        

                

 

   

 

 

 

 

 

 効率的かつ効果的な事業推進のため、水道施設や管路の現状把握を基に評価を実施し、アセットマネ

ジメント※3手法を取り入れ、中長期（50年先）を見通すなかで将来のあるべき姿（めざすべき方向性）

を定めました。（中長期整備計画：2019～2068年度） 

 将来のあるべき姿（めざすべき方向性）の実現に向けて、10 年間の整備計画を策定しました。（短期

整備計画：2019～2028年度） 

 

 

 

■策定の基本的な考え方 

※3 アセットマネジメント 

中長期的な視点に立ち、更新需要（投資計画）と財政収支 

への影響を把握した上で効率的かつ効果的に水道施設の更 

新や維持管理をしていく体制と活動のこと 

 

今後10年間の主な整備（2019～2028年） ○数値目標（2018年度末推定値➡2028年度目標値）

※5 重要給水施設 

災害時においても給水が特に必要な医療機関や防災拠点、 

   避難所等。 

前期 中期 後期

中宮浄水場更新

配水池の更新・耐震化
（津田低区・鷹塚山・大池・妙見山）

導水管の耐震化

送水管の整備
（春日～津田低区、中宮～春日）

重要給水施設への
供給ルート耐震化

鉛製給水管早期解消をめざした
計画的な配水支管の更新・耐震化

次期計画期間

※4 各管の説明イラスト 

 

良質な水道・下水道サービスを安定的に供給していくために、「枚方市上下水道ビジョン」に基づく各種計画を策定しました。 

近年の人口減少や節水機器の普及等に伴う水需要の減少によって収益の減少が予測されますが、増大する老朽施設の更新、災害対策などを進めていく必要があります。 

こうした状況の中、将来にわたって良質な水道・下水道サービスを安定的に供給していくために、水道事業においては、「枚方市水道事業経営戦略」と「枚方市水道施設整備基本計画」を整合させて策定し、下水道事業

においては、「枚方市下水道事業経営戦略」を策定しました。 

 

水道施設整備基本計画 
「経営戦略」 

安
全 

強
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持
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安心して飲める 

良質な水の供給 

危機管理による 

安全重視の水道の 

構築 

持続的な経営資源 

の確保 

（ヒト・モノ・カネ） 

【主な課題】 【対応策】 

■今後の取り組み 

 浄水場を更新し、安定的に飲料水をお届けできるように

します。 

 管路を計画的に更新し、耐震性の高い管を布設すること

により、災害時にも断水することなく安定的に飲料水を

お届けできるようにします。 

 配水池を計画的に耐震化することにより、災害時に飲料

水を確保し、市民の皆様にお届けできるようにします。 

 水道施設・管路の更新時は、今後の水需要減少を踏まえ、

最適な規模で更新することにより、更新費用を削減しま

す。 

 適正な維持管理をし、施設の長寿命化を推進します。 

配水池耐震化率 53.5% ➡ 79.4%

1人当たり

59L ➡ 90L

導水管※4耐震化率 3.4% ➡ 100.0%

送水管※4耐震化率 30.0% ➡ 36.9%

配水管※4耐震化率 24.5% ➡ 28.7%

鉛製給水管率 16.2% ➡ 11.2%

鋳鉄管残存率 19.3% ➡ 16.6%

重要給水施設※5のうち、最重要と位置づ
ける施設への供給ルート耐震化率

災害時貯水量

34.4% ➡ 59.6%



 

 

「不明水」って何？ 

 雨の日の汚水量は、晴れの日に比べて 2倍以上も多くなり、  

 マンホールから汚水が溢れたり、トイレが流れにくくなったりします!!  

「不明水」とは、下水道の汚水管に何らかの原因で流入する雨水や地下水等のことです。 

枚方市では、汚水（トイレ・台所・風呂などで使用した排水）は、汚水管を通り下水処理場でキレイ

にしてから川へ流し、雨水は、雨水管から直接、川へ流す分流式下水道を採用しているため、原則的に

は天気の影響を受けません。 

しかし、大雨時には汚水量が増加し、晴天時の 2倍以上に達することもあります。 

「不明水」の原因は？ 

原因として、道路に埋設されている汚水管の老朽化による「ひび」「すき間」等から雨水や地下水が侵

入していることや、家庭の「雨どい」が誤って「汚水管」につながれていることなどが考えられます。 

汚水量が増えるとどうなる？ 

大雨時に下水処理場に流れ込む汚水量が増加すると、下水処理場が受け入れできる能力 

を超えてしまい、「道路上のマンホールや、宅地内の汚水マスから汚水が溢れてしまう」 

「トイレの水が流れにくくなってしまう」といった現象が発生することがあります。 

 

 枚方市の不明水対策  

 ・これまでも老朽化した下水道管の更生等を進めてきましたが、平成 31年度以降も、下水道管などの

点検・調査に取り組み、その結果を踏まえて計画的に改築工事を進めていく予定です。 

 ・大雨時に汚水管に流れ込む汚水以外の水の浸入の量を把握するため、マンホール内への流量計設置

などの調査に取り組んでいます。 

 

 ご家庭でも出来る大雨時の汚水量軽減対策  

 台風や大雨時に「トイレの水が流れにくい」などのお問い合わせが 

寄せられています。汚水量を軽減するために大雨時にはお風呂の水など 

を流さず、晴れた日に流していただくなど、ご協力をお願いします。 

 また、家庭の「雨どい」が誤って「汚水管」につながれている場合は、 

改修していただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トイレやお風呂など、使った水を汚水管へ流すための設備に関する修理や工事は、

必ず枚方市上下水道局の指定を受けた工事店へお申し込みください。 

※指定工事店以外の業者の施工は、条例違反となります。 

    指定工事店は、枚方市上下水道局ホームページをご確認いただくか、   

枚方市上下水道局（代表電話 072-848-4199）までお問い合わせください。 

 

工事の契約後にトラブルが発生しています！ 

以下のことに気をつけて、納得したうえで契約しましょう！ 

・複数の工事店に見積りを依頼する。（見積りには、有料の場合があります。） 

・工事内容や工期、費用等について十分説明を受ける。 

必ず、 

指定工事店で！ 

枚方市の不明水対策について 
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